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◇

私有車の駐車場代を会社が負担す6と給与に

Q:使用人の私有車を借り上げて会社の業

務に使用する場合の借上料で、賃貸料として

相当なものは、雑所得とされるそうですが、

その私有車の駐車場代を会社が負担した場合

の取り扱いについて教えてください。

A:私有車を使用者に賃貸するかどうかに

かかわらず、駐車場代の会社負担額は原則使

用人に対する給与として取り扱われます。

【解説】

私有車の駐車場代は、その所有者である使

用人が負担すべきものであるという考え方か

ら上記の取り扱いとされています。

しかし、会社の敷地内に社員の駐車場が設

置されている場合や、会社所有の空地を駐車

スペースとして社員に無償で使用させている

ような場合は、厳密にいえば、社員は会社か

ら一定の経済的利益を享受していることにな

りますが、このような場合にまで社員が受け

る経済的利益について課税されることはない

ようです。

ただし、役員等特定の者だけに利用の機会

が与えられているような場合には、その利用

により受ける経済的利益相当額が役員報酬等

として課税されます。

一方、駐車場代の補助ではなく、通勤手当

として非課税枠の範囲内で支給し、それを本

人負担の駐車場代に充当すれば、結果として

課税関係は生じないことになります。


